
　放課後の大津市立瀬田北中学校，

美術室前の廊下には，油絵を載せた

イーゼルがずらりと並ぶ。真剣な面
おも

もちでそれぞれの作品に向き合うの

は美術部の部員たち。同校美術部は

女子 36 名の部員で構成される。

　「上下関係はあまり感じたことが

ない。仲のよい部だと思う」という

２年生の部員の言葉どおり，制作の

合間に声をかけ合う姿が見られ，個

別の作品に取り組んでいても，部の

連帯が感じられる。

　顧問の梶
かじ

岡
おか

創
はじむ

先生は語る。「美術

部というのは，運動部のように先

輩・後輩間での『教え合い』が生ま

れにくい部活動だと思います。でも，

せっかくここに所属してみんなで活

動しているのだから，お互いに教え

合っていける部であってほしい」。

思案の末，考えついたのが，「ミニテ

クニック」の課題だった。「落ちた

水滴がぷるぷると震えながらとどま

る様子を描く」などといった，いわ

ば「小
こ

技
わざ

」の手法がいくつも収めら

れたファイルが用意してあり，部員

は，そこから選んで課題に取り組む。

　先輩が過去に経験した課題に後輩

が挑戦することになるため，自然に，

「自分はこうした」という助言が発

せられるようになるのだという。

　「さらに，部員として活動してい

ることを見せるという意味を込めて，

毎月１回，その間に制作した作品を

部内で発表し合う『鑑賞会』を設け

ています。他の部員からのコメント

も求めるけれど，大切なのは，『こ

の１か月，美術部員としてこれだけ

活動したんだ』ということをみんな

きなアスレチックや，

広い芝生の広場がある

淵
ふち

野
の

辺
べ

公園。野外造形

展の期間中は，多くの人々が来場し，

にぎわいを見せる。地域に定着した

造形「さがみ風っ子展」。スタート

したのは 1979 年のことだ。第１

回の会場となった広場は一面が雑草

に覆われていたため，教師が総出で

草刈りをすることから作業が始まっ

たという。まさに教師の努力によっ

て生まれた造形展といえるだろう。

今では，市内の恒例行事となり，昔

出品した子どもが大人になり，自分

の子どもを連れて来場する姿も見ら

れる。

そこが野外造形展での子どもと教師

の腕の見せ所だ。また，ふだんはつ

くることができない大きな作品をつ

くるチャンスとあって，共同制作に

取り組む学校もある。一つの画面に

向かってクラスで力を合わせて描い

たりする過程で，きっと子どもどう

しの絆も深まることだろう。

　現在では， 大学生などを中心とし

たボランティアが造形展をサポート

している。また，野外の展示とあわ

せて , 女子美術大学アートミュージ

アムにも作品が展示される。地域の

力を原動力に，造形「さがみ風っ子

展」はこれからいっそう盛り上がっ

ていくことだろう。

　野外造形展の大きな

特徴は，展示の環境だ。

公園内の林に生えてい

る木々に作品を結び付

けたり，木の棒やつる

など自然の素材でつく

った作品を，直接地面

に置いたりといった，

室内ではできない展示

が可能になる。どんな

大きさの作品を，どん

なやり方で見せるのか，

の前で言えること」と，梶岡先生は

続ける。

　鑑賞会は，部の一員であることの

自覚とともに，他の部員の活動へ向

ける意識をも促しているようだ。

　美術室前の廊下の壁には，色彩豊

かで自由なポーズをとる人影が描か

れている。ジャンプをする影，バッ

トを構える影などさまざまあり，昨

年，美術部員が共同で制作したもの

だ。自分たちでアイデアを出し合っ

て，ポーズをとった人物の写真を実

物投影機で壁に映し出し，それをト

レースして制作するのだという。

　過去，同校の選択の授業で行われ

ていたこの影の制作（『美術２・３

上』教科書Ｐ 12 にも同様の作品を

掲載）。「自分たちもやってみたい」

という声が上がり，美術部の存在感

を浮き立たせるようなこの壁画の完

成となった。「校内で『誰がつくっ

たの』と注目されて，『私たちだよ』

と誇らしい気持ちになった」と話す

部員。教え合い，ともに活動する美

術部がここにある。

美術部へようこそ！ 野外造形展は楽しい
今回，登場するのは，滋賀県大津市立瀬田北中学校美術部。
制作中，明るく声をかけ合う姿が印象的な美術部が，
ふだんから大切にしていることを中心にお伝えします。 神奈川県相模原市で，

毎年秋に開催されている造形「さがみ風っ子展」。
市立の小・中学校の児童や生徒の作品を中心に展示するほか，
飛び入りで制作を体験できる造形コーナーも設置され，

毎年多くの人が訪れます。

第 ２ 回

滋賀県大津市立瀬
せ
田
た
北
きた
中学校

造形「さがみ風っ子展」

大

左／部員が多く，美術室では手狭なため，廊下を使って
制作に励む。
右／文化祭の美術部展に出展するため，大きな作品を
共同制作する１年生。

ダイナミックな展示ができるのも野外造形展ならでは。

教え合いのある美術部に

廊下に浮かぶ存在感

運動部の活動の様子をかたどり，パステル調のペンキで色を塗った。

撮影 鈴木俊介
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